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令和６年第１回枝幸町議会定例会会議録 

 

○議事日程（第２号） 

令和６年３月７日（木曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２ 議案第１８号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について 

第 ３ 議案第１９号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 

第 ４ 議案第２０号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 

第 ５ 議案第２１号 令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算について 

第 ６ 議案第２２号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について 

第 ７ 議案第２３号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 

第 ８ 議案第２４号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 

第 ９ 議案第２５号 令和６年度枝幸町一般会計予算について 

第１０ 議案第２６号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計予算について 

第１１ 議案第２７号 令和６年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計予算について 

第１２ 議案第２８号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計予算について 

第１３ 議案第２９号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計予算について 

第１４ 議案第３０号 令和６年度枝幸町水道事業会計予算について 

第１５ 議案第３１号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計予算について 

第１６ 議案第３２号 令和６年度枝幸町下水道事業会計予算について 

第１７ 議案第３３号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算について 

第１８ 報告第 １号 寄附採納について 

第１９        議員派遣の件について 

第２０        閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 
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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

〇議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。今朝も大変、凍れたような状況だと

いうふうに聞いております。３月に入ると三寒四温といいます。今日は三寒のうちの一つ

なんだろうなと思います。早く四温が来てくれることを望むものであります。 

それでは、これより、令和６年第１回枝幸町議会定例会の２日目を開会いたします。 

本日の会議を開かせていただきます。 

出欠の状況についてご報告申し上げます。ただいまの出席議員は 12 名全員でございま

す。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

５番野口洋郎議員、６番小林正浩議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 議案第１８号  

〇議長（小原 仁君） 日程第２ 議案第 18 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

〇財政課長（深井 信君） 議案書 21 ページでございます。 

議案第 18 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町一般会計補正予算第７号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、令和５年度一般会計補正予算書７号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 8,626 万 9,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 129 億 858 万 4,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

継続費の補正、第２条、継続費の変更は、第２表、継続費補正による。 

繰越明許費の補正、第３条、繰越明許費の追加及び変更は、第３表、繰越明許費補正に

よる。 

債務負担行為の補正、第４条、債務負担行為の追加は、第４表、債務負担行為補正によ

る。 

地方債の補正、第５条、地方債の変更は、第５表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。 

第２表、継続費補正でございます。変更が１件ございます。内容は、４款衛生費、２項

清掃費で、事業名は一般廃棄物最終処分場整備事業でございます。総額は変更ございませ

んが、令和５年度、年割額の補正前 2,057 万円を補正後 1,738 万円に、令和６年度、年割

額の補正前２億 5,047 万円を補正後２億 4,992 万円に、令和７年度の年割額の補正前６億 
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6,396 万円を補正後６億 6,770 万円とするものです。 

続いて５ページ、第３表、繰越明許費補正でございます。 

まず追加が４件ございます。１件目は、２款総務費、１項総務管理費、事業名が社会保

障・税番号制度導入経費、金額は 1,039 万 4,000 円。２件目、６款農林水産業費、１項農

業費、事業名が公社営草地畜産基盤整備事業、金額 2,992 万円。３件目は、８款土木費、

４項都市計画費、事業名が下水道事業会計出資及び運営経費、金額 3,100 万円。４件目は、

８款土木費、５項住宅費、事業名が公営住宅整備事業、金額１億 2,500 万円でございます。 

続いて、変更が１件ございます。内容は、11 款災害復旧費、３項公共施設災害復旧費、

事業名が公共施設災害復旧事業で、補正前の金額 1,315 万円を補正後 2,035 万円に増額す

るものでございます。 

６ページをお開きください。第４表、債務負担行為補正で追加が１件ございます。 

内容は、事項、デジタル防災行政無線整備事業整備工事で、期間は令和５年度から令和

６年度まで、限度額は４億円でございます。 

続いて７ページ、第５表、地方債補正でございます。変更が３件ございます。変更内容

は全て限度額のみで、記載の方法、利率、償還の方法については変更ございません。 

１点目は、公共事業等債で、補正前限度額 410 万円を補正後限度額 590 万円に増額。２

件目は、辺地対策事業で、補正前限度額 3,580 万円を補正後限度額 2,820 万円に減額。３

件目は、過疎対策事業で、補正前限度額 15 億 200 万円を補正後限度額 14 億 110 万円に減

額するもので、これら３件の変更は、事業の精査及び国の予算において繰越措置すること

などに伴うものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、町税の増額及び明許繰越事業の財源として

国庫支出金などのほか、各事務事業の精査による国・道支出金、町債などの調整を行って

おります。 

歳出では、各事務事業の精査による不用額等の精査を行うとともに、国において繰越措

置するなど５件の明許繰越事業、また、特別会計、企業会計に対する繰出金等について計

上しております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

14 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款町税は 1,000 万 3,000 円の増額。内訳は、１項町民税が 173 万 4,000 円、２項固定

資産税が 222 万 8,000 円、３項軽自動車税が 224 万 5,000 円、４項町たばこ税が 500 万円、

５項鉱産税が 9,000円のそれぞれ増額。６項入湯税が 50万円、７項都市計画税が 71万 3,000

円のそれぞれ減額でございます。 

８款、１項ゴルフ場利用税交付金は 20 万 6,000 円増額。 

13 款分担金及び負担金は 171 万 2,000 円の増額。内訳は、１項分担金が 10 万 7,000 円

の減額。２項負担金が 181 万 9,000 円の増額で農業費負担金でございます。 

14 款使用料及び手数料は 662 万 8,000 円の減額。内訳は、１項使用料が 662 万円の減額

で、公営住宅使用料などの精査。16 ページ、２項手数料が 8,000 円の減額で農業手数料で

ございます。 

15 款国庫支出金は 6,429 万 6,000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 117 万 4,000 円

の増額で障害福祉費負担金などの精査。２項国庫補助金が 6,312 万 2,000 円の増額で、主

な内訳は住宅費補助金の増額などでございます。 

16 款道支出金は 1,537 万円の減額。内訳は、１項道負担金が 448 万 2,000 円の増額で、 
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社会福祉費負担金などの精査。２項道補助金が 1,886 万円の減額で、主な内容は児童福祉

費補助金及び水産業費補助金などの精査。18 ページ、３項委託金が 99 万 2000 円の減額で、

統計調査費委託金などの精査でございます。 

17 款財産収入は 95 万 2,000 円の増額。内訳は、１項財産運用収入が 34 万円の減額。２

項財産売払収入が 129 万 2,000 円の増額で、不動産売払収入など。 

18 款、１項寄付金は１億 9,050 万円の増額で、指定寄附金及び一般寄付金。 

19 款、１項繰入金は 5,476 万 8,000 円の減額で、主な内容は、内訳は、ふるさと未来応

援基金繰入金などの減額でございます。 

21 款諸収入、５項雑入は 145 万 5,000 円の増額でございます。 

20 ページ、22 款、１項町債は１億 670 万円の減額で、事業の確定並びに精査などによ

るものでございます。 

23 款、１項自動車取得税交付金は 61 万 1,000 円の追加で、令和元年９月末に廃止され

た制度でございますが、北海道より３ヶ年分精算された額が今回交付されたため、新設科

目で計上しております。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 128 億 2,231 万 5,000 円に対し、8,626 万 9,000

円を増額し、129 億 858 万 4,000 円とするものです。歳入は以上でございます。 

続いて、24 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款、１項議会費は 62 万 6,000 円の減額。内訳は、議会議員経費及び議会運営経費で

ございます。 

26 ページ、２款総務費は１億 9,146 万円の増額。内訳は、１項総務管理費が１億 9,256

万円の増額で、主なものは、27 ページ下、ふるさと納税推進事業 4,000 万円の増額。29

ページ上、社会保障・税番号制度導入経費明許繰越 1,039 万 4,000 円の追加。その下、一

般行政事務経費 522 万 4,000 円、一つ置いて、町有財産等管理経費 911 万 3,000 円のそれ

ぞれ減額。31 ページ上、ふるさと教育推進事業 1,212 万 3,000 円、その下、結婚新生活支

援事業 750 万円、その下、次世代住宅建設支援事業 1,000 万円、その下、移住支援事業 100

万円のそれぞれ減額。33 ページ中ほど、地域間交流事業 169 万円の減額。その下、基金管

理費１億 9,302 万円の増額。35 ページ中ほど衛生資材等購入事業 130 万円の減額でござい

ます。 

34 ページに戻りまして、２項徴税費が７万 1,000 円の減額で、賦課徴収事務経費。 

36 ページ、３項戸籍住民基本台帳費が 35 万 9,000 円の減額で、戸籍住民登録事務経費。 

４項選挙費が４万 4,000 円の減額で、選挙管理委員会委員経費。 

５項統計調査費が 62 万 6,000 円の減額で、指定統計調査経費でございます。 

38 ページ、３款民生費は 221 万 7,000 円の増額。内訳は、１項社会福祉費が 1,179 万

4,000 円の増額で、主なものは、39 ページ上、国民健康保険事業特別会計繰出金、612 万

7,000 円、二つ置いて、障害者給付費等支給事業 637 万 1,000 円、その下、障害者医療費

支給事業 207 万 7,000 円のそれぞれ増額。41 ページ上、地域包括ケアシステム推進事業 356

万 9,000 円の減額でございます。 

40 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 957 万 7,000 円の減額で、主なものは、41

ページ中ほど、児童手当支給事業 605 万 5,000 円の減額。43 ページ上、子ども・子育て支

援事業計画策定事業 291 万 7,000 円の減額でございます。 

46 ページです。４款衛生費は 7,855 万 4,000 円の減額。内訳は、１項保健衛生費が 7,347

万 7,000 円の減額で、主なものは 47 ページ上、国民健康保険病院事業会計出資及び運営経
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費 7,194 万 1,000 円、二つ置いて、不妊治療費等助成事業 117 万円のそれぞれ減額でござ

います。 

48 ページ、２項清掃費が 507 万 7,000 円の減額で、主なものは、49 ページ下から二つ

目、一般廃棄物最終処分場整備事業 370 万 8,000 円の減額でございます。 

52 ページです。６款農林水産業費は 3,601 万 7,000 円の減額。内訳は、１項農業費が

1,845 万 9,000 円の減額で、主なものは、53 ページ四つ目、道営草地整備事業、公共牧場

整備事業 1,982 万 3,000 円、その下、公共牧場農業設備整備事業 524 万円のそれぞれ減額。

その下、公社営草地畜産基盤整備事業 2,299 万 6,000 円を減額し、その下、同事業を明許

繰越として 2,992 万円の追加でございます。 

54 ページ、２項林業費が 1,313 万 2,000 円の減額で、主なものは 55 ページ上、有害鳥

獣駆除経費 183 万 5,000 円の増額。その下、森林づくり推進事業 287 万円、その下、森林

環境譲与税活用事業 179 万 5,000 円、一つ置いて、林道整備事業 176 万 6,000 円、その下、

作業道整備事業 418 万 5,000 円のそれぞれ減額。57 ページ上、森林環境保全整備事業 412

万 3,000 円の減額でございます。 

56 ページに戻りまして、３項水産業費が 442 万 6,000 円の減額で、主なものは 57 ペー

ジ下から二つ目、漁船上下架施設整備事業 421 万円の減額でございます。 

58 ページです。７款、１項商工費は 1,368 万 8,000 円の増額で、主なものは 59 ページ

下から二つ目、保養施設等管理経費 1,500 万円の増額でございます。 

60 ページになります。８款 土木費は 1,375 万 9,000 円の増額。内訳は、１項道路橋梁

費が 6,427 万 7,000 円の減額で、主なものは、61 ページ上、道路管理経費 176 万 4,000 円、

その下、除雪対策経費 2,513 万 9,000 円、その下、雪寒建設機械整備事業 541 万 3,000 円、

その下、道路整備事業補助 2,729 万 3,000 円のそれぞれ減額。63 ページ上、道路整備事業

単独 466 万 8,000 円の減額でございます。 

62 ページに戻りまして、３項港湾費が 468 万 6,000 円の減額で、主なものは、63 ペー

ジ中ほど、港湾管理経費 454 万 5,000 円の減額でございます。 

62 ページに戻りまして、４項都市計画費が 4,058 万 2,000 円の減額で、主なものは 63

ページ一番下、下水道事業会計出資及び運営経費 6,596 万 3,000 円を減額し、65 ページ上、

同事業の公共下水道事業出資金などを明許繰越として 3,100 万円の追加、その下、公園管

理経費 561 万 9,000 円の減額でございます。 

66 ページ、５項住宅費が１億 2,330 万 4,000 円を増額で、内訳は、67 ページ上、公営

住宅整備事業 169 万 6,000 円の減額。その下、公営住宅整備事業明許繰越１億 2,500 万円

の追加でございます。 

68 ページです。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精査により 311 万 7,000 円

の減額で、内訳は、69 ページに記載のとおりでございます。 

70 ページになります。10 款教育費は 1,404 万 1,000 円の減額。内訳は、１項教育総務

費が 1,078 万 1,000 円の減額で、主なものは、71 ページ二つ目、特別支援教育支援員配置

事業 216 万 9000 円、その下、枝幸高等学校生徒就学助成事業 437 万 9,000 円、その下、教

育相談員設置事業 181 万 3,000 円、その下、教育振興事務経費 222 万 3,000 円のそれぞれ

減額でございます。 

72 ページ、２項小学校費が 122 万 9,000 円の減額で、主なものは小学校就学援助事業ほ

かでございます。 

 ３項中学校費が 93 万 2,000 円の減額で、主なものは、75 ページ上、中学校就学援助事 
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業 139 万 1,000 円の減額でございます。 

74 ページに戻りまして、４項社会教育費が 34 万 7,000 円の減額で、主なものはオホー

ツクミュージアムえさし管理運営経費他でございます。 

76 ページ、５項保健体育費が 75 万 2,000 円の減額で、主なものは、社会体育施設管理

運営経費ほかでございます。 

78 ページ、11 款災害復旧費、３項公共施設災害復旧費は、補正額はございませんが、

79 ページ上、公共施設災害復旧事業 720 万円を減額し、その下、同事業を明許繰越として

720 万円の増額でございます。 

80 ページ、13 款１項職員費は 250 万円の減額で、内訳は給与費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 128 億 2,231 万 5,000 円に対し、8,626 万 9,000

円を増額し、129 億 858 万 4,000 円とするものです。 

83 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和５年度枝幸町一般会計補正予算第７号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として、普通建設事業費、災害復旧事業費予算一覧表を添付してお

ります。 

また、２月末現在の令和５年度建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていた

だきましたので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） ５番野口です。 

 何点か、31 ページですね。真ん中から下です。結婚新生活支援事業、次世代住宅建設支

援事業、移住支援事業、これそれぞれ減額になっていますが、これの理由を教えていただ

きたいんです。 

〇議長（小原 仁君） 町民課参事。 

〇町民課参事（三浦 淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えをいたします。 

 結婚新生活支援事業につきましてですが、現在のところ支出済が１件、この後、ちょっ

と１件はちょっとまだわからないんですが、見込みでも、もう１件２件あるかなというと

こで、全体的に予算のときから見ると申請件数が減ということになった理由でございます。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） 企画課長。 

〇企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

 次世代住宅建設支援事業につきましては、当初予算で 2,000 万円の予算を見て見込んで

おりました。これに対してですね、実績が７件の 1,000 万円ということになりましたので、

執行残として 1,000 万円を減額させていただいております。 

 続いて、移住支援事業につきましては、こちらの方につきましては、９月補正でですね、

１件の申請見込み、これはテレワーク移住といって、関東圏からですね、首都圏から移住

してきた方に、テレワークで、テレワークをこちらの枝幸町で実施するということで移住

支援金が給付される事業なんですけれども、これについて該当者がおりましたので補正を

させていただきました。 

 ただですね、その該当者の方がすぐに転出してしまいましたので、その分を減額させて 
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いただいたということでご理解をお願いいたします。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） それぞれ、いい事業なので頑張っていただきたいと思うんですけ

ども、それぞれ減額になってしまったっていうのがね、ちょっと残念なんですね。 

それで、今後、これについて来年度に向けてということでもいいんですけど、考えてい

ることがあれば、ちょっと教えていただきたいんですけど、それぞれお願いします。 

〇議長（小原 仁君） 町民課長。 

〇町民課長（阿部勝義君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

 私の方からは結婚新生活支援事業について、先ほどうちの参事から説明いたしましたよ

うに 750 万減額ということで、当初予算では 29 歳以下の助成金を 20 件、1,200 万を予定

しておりまして、39 歳以下が 10 件の 300 万、合計で 1,500 万を、先ほど参事が説明し、

半分減額させていただいたと。 

 当初予算におきましては、これらの実績を踏まえましてですね、当初、これから上程さ

せていただく新年度については 510 万の予算計上ということで、なんせ 29 歳以下、両方と

も 29 歳以下の夫婦、あるいは 39 歳以下っていうような制限を設けてますので、それに合

致する方が少なかったということで、ＰＲは進めてさせていただいて、結婚、出産ってい

うような少子化対策に繋がる重要な施策でございますので、しっかりアピールをさせてい

ただきながら、もし、予算が足りなければ、その都度補正をお願いして、対応をさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

よろしくお願いします。 

〇議長（小原 仁君） 企画課長。 

〇企画課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

 次世代住宅建設支援事業、これにつきましては、今年度におきましても定住という観点

から見ますと、非常に効果のあった、好評な事業というふうに私どもも捉えております。 

 ただですね、住宅の建築という性質上、なかなか年間に何十件もというようなことはあ

りませんので、新年度においても、次世代住宅建設事業については今年度並みということ

で 2,000 万円の予算を計上させていただいております。 

 それから移住支援事業、こちらにつきましては、この事業につきましては、あくまでも

これ、事業主体が北海道の方になってございます。北海道の方でいろいろと制度設計をし

た中で、移住されてきた方に町が給付金を支給するというようなスキームになっておりま

すので、この辺についてもですね、今後、国の制度設計なんかに基づいて、いろいろと拡

充される部分もあるんですけれども、そういったことを見込んで、令和６年度当初予算で

は 300 万円を計上させていただいております。 

ともにですね、移住定住という観点からですね、有益な事業というふうに捉えておりま

すので、今後、その人口減少対策、それから移住定住というところにですね重点を置くと

いう点から見ると、この辺については拡充をしていくというようなことで考えております。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） はい、ありがとうございます。いずれもですね非常に重要な事業

だと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 引き続きですね、61 ページの除雪対策経費っていうことなんですけども、今年ですね、

非常な吹雪でですね、大変なことになったという皆さん実感だと思うんですけども。除雪

の方も非常に頑張っていただいたと思うんですが、私、三笠町に住んでまして、あの猛吹 
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雪のあと排雪が来たのが約１ヶ月後だったんですね。 

 それでね、住民の方から、排雪一生懸命やってるのはわかるんだが、この地区にいつ頃

排雪くるのかっていう、見込みだけでも教えてほしいんだっていう声がすごく多かったん

ですね。それで、例えば三笠町、何日から何日までの間に排雪入るとか、そういうアバウ

トな見込みでもいいのでね、そういうのを町として示していただけないかっていうふうな

要望があったんですけど、その辺ちょっと答弁があればお願いしたいんですが。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 この度の猛吹雪ではですね、町民の皆様には大変ご苦労をおかけしたと思っております。 

 ただいまご質問にありましたその排雪の時期の告知といいますか、そういう周知につき

ましてはですね、一応ですね、排雪をする地区というのは決められていて、順番が決めら

れてございます。 

 年間、何回か排雪するんですけれども、それで順番を入れ替えながらやってるところで

はございますが、来シーズンに向けてですね、本当にその日に行けるとは言い難いんです

けれども、ある程度ずれは生じますけれども、例えば何日から何日かの間は、この地区行

きますと、ただ、天候によってはずれますということをご了承いただきながら、告知の方

はさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） ぜひよろしくお願いします。 

私ども、山の奥っていうか上の方に住んでるとすごく不安になるんですね。道路も１本

道になって、道路、車が交差できないような形になりますので、そのいつぐらいでいいん

です。いつぐらいには入りますよというのさえ分れば安心して待つことができると思いま

すので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。他にございませんか。 

６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まずですね、35 ページ中ほどの衛生資材等購入事業 130 万ほど減額されていますが、こ

の理由について教えていただければと思います。 

〇議長（小原 仁君） 町民課参事。 

〇町民課参事（三浦淳史君） はい。ただいまの議員のご質問にお答えをいたします。 

 衛生資材等の購入の部分の減額につきましては、新型コロナウイルスの感染症対策の衛

生資材等の購入費でございます。 

 昨年の５月にですね、５類に移ったということで、それまでは予防費の部分もですね、

予防に係る部分も対象だったんですけれども、そこの部分が実際にかかったときの対応の

部分に限定されたということで、全体的にそこの予防の部分が減ったということでござい

ます。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） わかりました。 

次なんですが、55 ページ、一番上ですね、有害鳥獣の駆除経費、これ毎回なんですが、

鹿が大量にいるということで経費がかかるということは理解してます。 
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それでですね、今年の冬、目梨泊港に非常に多くの鹿がいたという情報が入ってまして、

その辺の駆除の経費ってのもこの中に含まれているのかどうかということをお聞きしたい

と思います。 

〇議長（小原 仁君） 農林課長。 

〇農林課長（高瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

 今回補正させていただいたのは、国の緊急捕獲対策事業の交付金でありまして、当初予

算としてですね、960 頭、768 万円を計上しておりましたが、追加割り当てがありましたも

のですから、その額、109 万、190 万 4,000 円を追加してですね、５年度 1,200 頭捕獲予定

だったんですが、国の交付金 1,198 頭、２頭分だけですね、ちょっと写真不鮮明というこ

とで対象にならなかったもんですから、ほぼ全頭ですね、国の交付金いただいてですね、

捕獲の推進を図っているところであります。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ということは、ここには全く目梨泊港にいた鹿の関係というのは

ないということなんですが。これちょっと町民の方からね言われたことは、あそこの場所

では、ライフルとかそういうものは使えないということで、罠とかっていうそういうもの

で捕まえることはできないのかと。あれだけいて何もしないっていうのはどうなんだって

いうふうに言われたんですが、その辺、何か対策はありますか。 

〇議長（小原 仁君） 農林課長。 

〇農林課長（高瀨孝弘君） ご質問にお答えします。 

 議員ご指摘のとおり、市街地ですので、銃器による捕獲は困難であります。 

今、箱わな等ですね、当町としてセットを持っておりませんので、やるとすれば、くく

り罠なんですが、くくり罠の場合もですね、止めさしに銃器使うもんですから、それも市

街地ではできないということで、その山林いる鹿をですね、なるべく駆除するっていうよ

うな対応しか今できないですが、今後ですね、そういった状況続けばですね、稚内市でも

ですね箱わな等による捕獲を行ってますんで、そういうものを研究してですね、対策を今

後検討していきたいと考えています。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 港に入るっていうことは、やっぱり人の住んでいる住宅の前とか

もとおるという、そういう個体もいるみたいですので、ぜひ研究して、来年に向けて何と

かなるように努力していただければと思います。 

続きましてですね、59 ページ、下から二つ目、保養施設等管理経費ということで、指定

管理料 1,500 万円が増額されていますが、この理由についてお聞きしたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） はい、観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

 12 月末時点でのオホーツク枝幸株式会社の令和５年度の決算見込みを算出しましたと

ころ、会社全体におけます営業損益がマイナス 7,926 万円になり、当初予算におけます指

定管理料繰入金 8,400 万円を繰り入れた場合ですね当期純利益が 614 万となり、また、そ

の後消費税の支払い見込み額 2,110 万円を差し引くと、1,496 万円の財源不足が生じると

いうことになります。 

 そのため、今回指定管理料 1,500 万の増額補正を計上しており、補正後の指定管理料は 
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9,900 万円となります。 

年度末におきまして 1,500 万という多大な金額の増額補正をお願いすることとなりまし

て、また、昨日の一般質問におきましても経営改善等については、ご指摘いただいている

ところでございます。 

保有施設におきましては、大きな経済効果もあり重要な施設と考えておりますが、際限

なく指定管理を増額することはできないと考えております。 

今後も、保有施設等のあり方、また、指定管理料の適正な算出、また、安定した経営を

目指していきたいと考えております。どうかよろしくお願いします。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 小林です。今おっしゃられたとおり、指定管理料が 8,400 万円の

予定だったのが、1,500 万円足すと 9,900 万円と非常に大きい額になってます。 

 その要因として、見せていただくと、この資料、いただいた資料ですね、グリーンパー

クホテルが結局は売上と経費の差額が 5,000 万円あるという、そういう、そういうふうに

読み取れると思うんですが、これ 5,000 万ぐらい、こんな量、額があるとしたらですね、

４月、５月、６月、３ヶ月間ぐらいで営業すれば、どれぐらいの経費と、どれぐらいの収

入というのがわかる、わかれば年間トータルわかったはずなんだよね。 

 そうなると、もっと早い時期に値上げとか、そういうものを議会の方にお願いしてです

ね、もっと早い判断できたと思うんですが、なぜ今なのか、これが不思議でならないんで

すよ。その辺のことをちょっと教えてもらえますか。 

〇議長（小原 仁君） 観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

 議員おっしゃるとおりですね、この時期になってしまったということで大変申し訳なく

思っております。 

 両保養施設ともですね、４月から 10 月というのが繁忙期になっておりまして、11 月以

降３月までが閑散期となりまして、また、その、予約の状況というのがですね、かなりギ

リギリにならないと、経費の見込みっていうのは大よそつくんでありますけれども、売り

上げの見込みというのがなかなか難しい。前年度対比とか例年の見込みを算出しながら計

算してはおりましたが、第３四半期途中からですね、ちょっと、売り、収益等が落ち込ん

できたっていうのを見込んで、今回算出させていただきました。 

 また、先ほど言われました宿泊料の値上げ等につきましては、早い時期にというところ

だったというご指摘ですが、昨年の議会においてですね、条例の方、変えさせていただき

ました。 

早い時期には変えさせていただきましたが、宿泊の予約等がですねインターネット等の

予約など、また電話予約もそうなんですけれども、約半年前から行うということで、そち

らの対策、値上げ、いきなり値上げする、予約が始まってから値上げとしては、ちょっと

お客様のご不便おかけしますので、今年４月からの値上げに向けまして、前回、条例の方

を改正させていただきましたところでございます。 

 今後もですね、そういう見込みの方は、早めにですね、できるように精査してまいりた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ちょっと非常にスピード感がないっていうふうに思うんですよね。 
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これ、経営の検討会議とかそういうのは、どれぐらいの割合でしてるのかな。その辺、

ちょっと教えていただけます。 

〇議長（小原 仁君） 観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） 経営会議という一応組織というかですね、会社の方に設置

しております。外部団体の方から委員等来ていただきまして、そちらの方を検討していた

だいている状況でございます。 

今年度ですね、につきましては、１回開催させていただきました。 

その後ですね、本当は年内の年度内にもう一度開催する予定でございましたが、ちょっ

と１回の開催ということになっております。 

会社内部におきましても、経営についてのとか会社の経営の状況等検討する会議等もご

ざいますが、そちらの方は３回ほど開催している状況でございます。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） もう、その辺にも、非常に問題があると思います。 

 というのは、これだけ経営的に苦しい会社ですから、やはりどうするのか、それにどう

対応するのかっていうのは、やはり、みんなで集まって、知恵を出し合わなければならな

いと思うんですが。 

これ危機感がないのか、経営会議が年に１回しかないっていうのは、ちょっと納得でき

ないんですが、その辺についてはどう考えられてますか。 

〇議長（小原 仁君） 観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） はい、ただいまのご質問にお答えします。 

 確かに、経営会議というのが１回しか開催されていないということは、やはり、こちら

の方のですね対応不足かと思い、私達の管理課の方の、会社の内部の方の、やっぱり問題

なのかなと思いますので、今後はですね、そこら辺もご指摘いただいたところもあります

ので、今後も経営についてはですね、会社外部の皆様のご意見を聞きながら、どのように

運営していけば良いのかというのを検討していきたいと思います。 

 また、皆様のご意見も聞きながらこれからも運営していきたいと思います。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。もう１回ちょっと繰り返すようなんですが、グリ

ーンパークの、結局、支出をこうやって見ていくと、去年は売上と経費の差っていうのが、

3,636 万 6,000 円マイナスになってるんですよね、売上と経費の差が。 

 それでね、今年は予想としては、5,000 万円までいっちゃうということですよね。それ

でね、普通、経理を担当している立場の人間であれば、３ヶ月、６ヶ月、かかったものを

見ればね、どうするんだっていうことになるはずなんですよね。 

 結果的にね、次年度から値上げしますという、昨日そういう報告がありましたが、それ

では遅すぎるでしょうっていうことを私は言いたいんですよね。もっと早くね対応するこ

とはできたはずなのに、これね、何も責任を感じてないからこういうことができるんじゃ

ないかなって逆に思っちゃうんですよね。 

 責任感を持っていれば、これ 1,500 万円っていうのはどっから出てくるかって言ったら、

町民から出てくるお金しかないですよね。 

今までみたいに、コロナで国からの支援とかっていうのありましたが、1,500 万円管理 
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が増えたら、それは町民のお金なんですよ。町民に迷惑かけるってことなんですよね。 

だから、その辺のことを感じていれば、もっと早くできるんじゃないかっていうふうに

思うんですけど、その出来なかった理由っていうのをもう１回ちょっと聞かしてほしいん

ですけど。 

〇議長（小原 仁君） 観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

 先ほどからもう申し上げましたとおりですね、なかなか売り上げの見込みという当初の

予定よりも、ちょっと第３四半期途中までの決算状況においてですね、見込んだ時に下が

っていくのではないかというところが見込まれたんですけど、やはり、そこら辺は遅かっ

たのか、そういう見込みが遅かったのかというところと、経費におきましては、大体、例

年どおりというところか、もしくは前後のところかなというふうに思ってはいたんですけ

れども、若干増えてきているというところもございました。 

 やはり、先ほどから議員おっしゃるとおり、算出についてとか、経営の今後の運営とか

を早急に出さなかったというところが、やはり遅れていて責任がなかったのかというと、

そんなことはないんですけれども、何とか経営の方がうまくやっていこうとは思ってたん

ですけども、こういうふうに今回、年度末という遅い時期に、こういう多額の補正予算を

お願いするということで大変申し訳なく思っております。 

今後につきましては、来年度に向けましては宿泊料の改定とかございますが、人員の確

保等も早急に対応していって、健全な経営に向けて努力していきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 現場は一生懸命やられていると思います。 

 来年度も継続して努力していただきたいなというふうに思うんですが、これね、これだ

け１億円もね、保養施設にかけるっていうことは、町民にしたらね、１人１万円以上、結

局はこれにかかってるってことなんですね。 

 町長はいつも、町民の憩いの場だから大切なんだっていうふうにおっしゃる、それはわ

かります。 

ただね、町民がね、それだけの支出をね、しているっていうことをね、どう思ってるか

っていうことを、当然、１回この辺で聞いてみませんか、町民の意識っていうのを。保養

施設に関して、どうでしょうかそれは。 

〇議長（小原 仁君） 観光課参事。 

〇観光課参事（堀川 光君） ただいまご質問にお答えします。 

 先ほど申し上げました保養施設等におきましては、年間 10 万人以上利用者がありまして、

４億円を消費税を入れると４億円を超える売上高、また 80 人の約 80 人の雇用など大きな

経済効果もあり、重要施設と考えております。 

 先ほども申し上げましたが、しかしながら、際限なくですね指定管理を増やすというこ

とは、やはりできないと考えております。 

議員おっしゃったとおり、今おっしゃられたようにですね、皆さんのご意見を聞くとい

う場をつくっていくということは、今後も何か経営会議の中で各団体からいろいろ来られ

てますので、そういうところでですね、しっかりとですね、検証してですね、本当にどの、

どういうふうに適正な施設、指定管理料だとか、どういう保養施設のあり方っていうのが、

今後目指していくところなのかというのは、ご意見を聞きながら検討していきたいと考え 
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ております。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） よろしいでしょうか。もう１回言いますが、町民の皆様にどう考

えてるかっていうのを聞くことができるし、もう、そういう時期なんじゃないですかって

いう、今お話をしているんですが、どうなんでしょうか、町の執行部としてはその辺は。 

〇議長（小原 仁君） 町長。 

〇町長（村上守継君） お答えいたします。 

 この保養施設のあり方、運営についてはですね、これまでも、いろいろご意見をいただ

いてきて、その都度、私としても答弁させていただいてるんですが、両保養施設を建設し

てから、ちょっと年数を経てですね、非常にそういった面で、毎年、毎年、また、こうい

った指定管理料とは別にですね、多額な改修経費をですね、認めていただいてやってます。 

 そういう中で、今年は、幸林については温泉をくみ上げるポンプが更新ということで、

若干、あるいはまた浴場のサウナの改修とかって、若干ですね、そういう中で、グリーン

パークにあってはボイラーの更新ということで、年度途中で、どうしても一部お客さんを

いろんな形で制限せざるを得ないというところが、逆に私ども予定してた収益を確保でき

なかったというところにもつながっておりまして。 

 そういう中で、ご案内のようにこれだけ物価の高騰、あるいはまた、人材を確保するう

えで、昨年来、民間の方の働いてる方のですね、やっぱりベースアップという、町内的に

もそういった動きの中で、やはり本当に私どもも、これまでも安い給与体系の中でですね、

頑張っていただいているということからすれば、特に若い方の給与っていうものはですね、

公務員のベースアップに準じて少し上げたと。若干そこをスライドして反映してっていう

ところが給与費のかなりの増加につながって。そして水道、光熱、燃料そういったものも

大幅に上がってきて、なかなかそういった国の支援というところもですね、緊急経済対策、

そしてあったときは、それを支援して出したということなんですけども。 

なかなかここにきて、そういったものを積み上げた中で、当初の組み立てが少し予想を

下回ってしまったというところでは、結果として、こうして年度末に指定管理料の追加を

お願いするということになってですね、いろいろ今、やり取りの中でもご指摘ありました。 

確かに私どもとしても、そういった面でちょっと対応が遅れたというところはあったん

ですが、やはり、なかなかこうやって町の予算をあれして、あるいはまた料金を決めるに

しても条例でっていうところでですね、やっぱりそういった面でのなんていうんすかね、

ええ、早く早くという対応がね、やはりどうしてもスムーズにいかないというもどかしさ

もありますが、そういうところを反省しながら、次年度に向けては、しっかり料金体系の

見直し、あるいはまた営業体制の再構築というところでですね、しっかりとまた検討しな

きゃならないなというふうに思っております。 

そしてまた、私どもとして枝幸地区は幸林っていうのはですね、やっぱり地理的な、あ

るいは、また人の動きもですね、ちょっともう集中しているわけですから、山の方にある

グリーンパークについては、なかなかやっぱり人の流れが変わったというところではです

ね、それでもやはり、今、幸林の受け皿だけでは、やっぱり枝幸に泊まりたいっていう方

を受け入れられないんですよね。 

ですからそこで、同じ会社の中で連携して、当然、こっちが埋まれば、グリンパークの

方に空いてますからどうぞという連携の中でですね、そしてまた、今これだけ枝幸も大型
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の、いわゆる公共事業なり、あるいはまた、いろんなプロジェクトが動いてますから、や

はり、本当に泊まれない、泊まれないっていう声をですね、聞かされましてですね、そう

いう意味でも、何とかグリンパークはグリーンパークとしての良さをしながら、そういっ

た面で宿泊の受け皿として、そこでまたしっかりとした 70 人、80 人の雇用がですねあっ

て、働いてる人は、やっぱり自分たちがもらってる給料ってのは、それはやっぱりこの枝

幸町の中で経済が動いてるわけですよね。 

ですからそういう中で、30 人、30 何人っていうところがですね、その施設がなくなれ

ば当然雇用がなくなって、結果的に、その他所へ出てってしまうかもしれない。 

そういうところを考えればですね、やはり何とかうまく、今、経済を回して、やっぱり

一つのやっぱり企業的なところで、人材をまた確保していくというところでは、なかなか

重要な施設であるというふうに思ってますんで。 

私どもも、こうやって町としてですね、私も職員もそれぞれに会社の経営に参画してる

中でですね、二足のわらじを履きながらやるっていうことは非常に行き届かない面もある

んですけども、やっぱり何としても、基本はやっぱり、町民の皆さんにも保養施設として

重要な形で、皆さん利用していただいてるっていうところが基本ですからね。 

ですから、そういう意味では、今後ともですね、今、昨日もいろいろと一般質問の中で

もご意見、考え方を出していただきましたけども、そういうところを総合的に今後も考え

ながらですね、経営は維持していきたいというところが私の考えでございます。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 今のお話で私も納得します。 

もう一点だけ、ちょっと確認したいんですが、ニュー幸林は２万人ぐらいの年間宿泊数

で、それで 2,000 万ぐらいの赤字ですから、例えば 1,000 円上げたとしたら、チョンチョ

ンにある単純計算ですね。 

ただね、グリーンパークは１万 4,000 人ぐらい泊まってて、そして 5,000 万円赤字が出

てるんですよね。これ、１万 4,000 円を 5,000 万割り返すと、3,500 円、約 3,500 円ぐら

いなんですよね。 

これって、なんでこんなに、こっちだけこんな経費がかかるのかと、同じ経営者で多分

同じような経営スタイルでねやられてるんだと思うんですが、こっちだけどうしてこんな

に経費がかかるのかっていうのがちょっと理解できないんですが、何かあれば、教えてい

ただきいただきたいなと思います。 

〇議長（小原 仁君） 町長。 

〇町長（村上守継君） ニュー幸林とグリーンパークと比較して、単純にですね赤字がそ

の開きがあると、経費については、ほぼそのね、ご存知でないかということなんですが。 

 単に幸林、クリーンパーク、宿泊だけでの営業でございませんでね、当然ながらレスト

ラン、飲食、あるいはまた入浴の使用料というところでは、そこがですね、やはり、なか

なか人の人の動き、あるいはまた利用の形態ということで、大きな差になっておりまして

ですね。 

 ですから、そういうことでは、単純に宿泊の利用、あるいは宿泊料だけでね、比較って

のはなかなかできないのかなというふうに思っておりまして、ですから、器の割に体制が

あって、かなり同じとはいえ、当然ながらグリーンパークはそれだけ忙しいわけですから、

それだけの体制を組んでますよね。 

 ですから、そういうことの中で、どうしてもグリーンパークについては、お客さんもあ 
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る程度来るという、来ていただくための体制ということで、それが結果として、少しやっ

ぱり、まだまだ売り上げに対して余裕のある体制が、結果として経費が少し余分にかかっ

ているということにもなるのかなと思うんですけども。 

そういったところをですね、今後やっぱりどうね、その差をどうまた埋めるかというと

ころで、これからしっかりまた、営業戦略をですね練って、ご指摘の、少なくとも少しは

差をですね、縮めるように努力したいとは思っております。 

〇６番（小林正浩君） わかりました。質問終わります。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。一点だけお聞きします。 

61 ページの、野口議員が聞いておりますけども、除雪対策経費の部分でお聞きしたいと

思いますけども、観点が違いますんでよろしいかと思っておりますが、委託料で除雪委託

料だけで 2,460 万ほど減額されてます。 

今年ほど町民の皆さんから除排雪に対する不満があった年はないんだというふうに理

解してますけども、そんな中で、この委託料が 2,400 万も減額されている、使わなかった

っていう理由が、ちょっとにわかに納得できないものがあるんですけども、この理由につ

いてお聞きをしたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 除雪委託料の 2,461 万 1,000 円、大変大きな金額でございますけれども、当初の、令和

５年度の当初予算の積算時にはですね、過去５年間の稼働実績につきまして予算を組んで

おります。 

 Ｒ５年度の新年度予算といいますのは、Ｒ４年度の実績がまだ出ていない状況で、積算

を行いますので、平成 29 年から令和３年までの実績となります。 

 いざ発注の段階にいきますと、令和４年度の実績がもう既に出ておりますので、令和、

すいません、平成 30 年から令和４年度の実績ということになりますので、その１年のずれ

でですね、29 年度っていうのは、632 センチという大変大きな、たくさんの雪が降った年

でございまして、その辺の外れた部分がございましたので、当初予算の金額と、いざ設計

の段の金額の差が出ましたので、予算的にはちょっと、ぐっと落ちるというところでござ

います。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） 令和、失礼しました平成 29 年度が非常に積雪量が多くて、多く

予算がかかった年が入ってた分の積算があったという理由でございましたけれども、本年

の１月下旬からの町民が非常に不満に感じた除排雪の状況があった中で、この残ってる部

分を積み増ししてですね、追加の支出をして対応するということは全く考えなかったとい

うか、不可能なことだったんでしょうか。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 除雪体制といいますのは、限られた機械と人員で行っております。そういった中でです

ね、例えば予算を多く投入すれば早くできるかといいますと、なかなか人員的な部分、そ

れから使用する機械の部分もございますので、あくまでも委託契約の中でやるしかないと 
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いうふうに考えてございます。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） いずれにしましても理屈はよくわかるんですが、今年のような町

民が不満を抱くような、やっぱり町民として我慢をしなければならないのか、それとも、

もっと何か対策が別に打てるものがないのかっていう、そこら辺の評価っていうのは、建

設課としてどうされているのかもお聞きしたいなと思います。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 降雪量につきましてはですね、近年、10 年ここ 10 年で一番、１月だけの突き進みます

と一番、10 年、過去 10 年一番多かったんですよね。 

 それで、対応の方もなかなか委託業者も頑張っているんですけれども、なかなか追いつ

かないというところで、大変町民の皆様には御不満が生まれたのかなと存じております。 

 やはりですね、大雪のときは、どうしてもそういう対応の遅れですとか、そういうのは

一生懸命頑張ってもですね、どうしても出てしまいます。 

 ただ、そういった中でもですね、もう３月で除雪時期終わりますけれども、またこうい

う大雪がですね今後来る可能性もございますので、そういったときは、どのようにやれば

少しでも効率が良くですね除排雪ができるのか、そういうのは、今一度、検証していきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

〇４番（徳保喜幸君） やっぱりその、幸いにして、例えば、火災など大きな消防車が出

動するような事案がなかったから、事なきを得ているんだと思いますけども。 

あのような、住宅地の道路が狭くなっている状態で、緊急車両が通る必要があった場合

には、やっぱり大きな問題が生じるということも想定されますので、そこら辺は、やっぱ

り次年度に向けてしっかりと検証をすると、対策を打つということが重要だと思いますの

で、しっかりと検証の方お願いをしたいというふうに思います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですか。質疑ないようでございま

すので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 18 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 18 号 令和５年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のとお

り可決されました。 

もう１時間以上経っておりますので、休憩をしたいと思います。 

11 時 15 分まで休憩となりますので、よろしくお願いいたします。 

休憩 午前 １１時０２分 

再開 午前 １１時１５分 
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◎日程第３ 議案第１９号 

〇議長（小原 仁君） 休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

 日程第３ 議案第 19 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

〇保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 22 ページをお開きください。 

 議案第 19 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、補正予算書の１ページお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 130 万 5,000 円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 6,228 万 2,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。 

２款、１項国庫補助金は 9,000 円の増額で、マイナンバーカードの保険証利用に係る、

関する住民への周知広報に要する経費への補助金でございます。 

３款、１項道補助金は 862 万 4,000 円の減額で、第三者納付金及び返納金の増額に伴う

普通交付金の減額でございます。 

第５款、１項繰入金は 129 万 6,000 円の増額で、一般会計繰入金の保険基盤安定繰入金、

未就学児均等割保険税繰入金、職員給与費等繰入金、それぞれの増額及び基金繰入金の減

額で、ともに精査によるものでございます。 

７款、２項雑入は 600、606、862 万 4,000 円の増額で、交通事故の第三者行為に係る納

付金、国保資格喪失後の保険証使用に係る返納金でございます。 

以上の歳入合計は、補正前の額 14 億 6,097 万 7,000 円に対し、130 万 5,000 円を増額し、

計 14 億 6,228 万 2,000 円とするものでございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款、１項総務管理費は 35 万円の増額で、一般職手当の精査による増額でございます。 

２款、１項保険給付費は補正額はございません。財源振替でございます。 

６款、１項基金積立金は 95 万 5,000 円の増額で、保険基盤安定繰入金などの歳入財源

が増額したことにより、余剰分の積み立てを行うものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 6,097 万 7,000 円に対し 130 万 5,000 円を増額し、

計 14 億 6,228 万 2,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降は、予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算第３号の説明とさせていただきます。よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 
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 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 19 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 19 号 令和５年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第２０号 

〇議長（小原 仁君） 日程第４ 議案第 20 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会

計補正予算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

〇保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 23 ページでございます。 

 議案第 20 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊の令和５年度介護保険事業特別会計補正予算第３号の１ページをお開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 16 万 7,000 円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 3,995 万 3,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、介護保険料、国庫支出金、道支出金、繰入金の増

額、歳出では、人事異動に伴う給与費により一般職給与に不足が生じたことから増額する

ものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

事項別明細書の 10 ページをお開きください。 

１款、１項介護保険料は２万 1,000 円を増額するもので、内訳は、現年度分の介護保険

料賦課確定に伴うものでございます。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は３万 2,000 円を増額するもので、内訳は、地域支援

事業交付金、社会保障分の増額でございます。 

３款道支出金、２項道補助金は１万 5,000 円を増額するもので、内訳は、国庫支出金同

様に、地域支援事業交付金、社会保障分の増額でございます。 

６款、１項繰入金は９万 9,000 円を増額、増額するもので、内訳は、地域支援事業繰入

金、社会保障分の増額及び事務費繰入金の増額でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 3,978 万 6,000 円、補正額 16 万 7,000 円の増額、 
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計８億 3,995 万 3,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

３款、１項地域支援事業費で 16 万 7,000 円を増額するもので、内訳は、地域包括支援

事業、認知症総合支援事業、認知症総合支援事業の職員給料 16 万 7,000 円で、人事異動に

よる給与改定に伴う増額でございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 3,978 万 6,000 円、補正額 16 万 7,000 円の増額、

計８億 3,995 万 3,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第３号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 20 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 20 号 令和５年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第２１号 

〇議長（小原 仁君） 日程第５ 議案第 21 号 令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

〇水産商工課長（黒川勇人君） 議案書 24 ページをお開きください。 

 議案第 21 号 令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算第１号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書により、提案内容のご説明をさせていただきます。 

１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ４万 7,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 280 万 7,000

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出補正予算による。 

このたびの補正につきましては、歳入では、前年度繰越金の増額、歳出では、造成土地 

管理経費の減額及び一般会計繰出金の増額が主な内容でございます。 
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補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款財産収入は補正額 1,000 円の増額で、内訳としまして、１項財産運用収入は 2,000

円の増額で、土地貸付収入の精査。２項財産売払収入は 1,000 円の減額でございます。 

２款、１項繰越金は補正額４万 6,000 円の増額で、前年度繰越金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 276 万円に対しまして、補正額４万 7,000 円を追加し、

280 万 7,000 円とするものでございます。 

続きまして、14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款、１項用地造成費は補正額４万 7,000 円の増額で、内訳としましては、造成土地管

理経費 25 万円の減額及び一般会計繰出金 29 万 7,000 円の増額をお願いするものでござい

ます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 276 万円に対しまして、補正額４万 7,000 円を追加し、

280 万 7,000 円とするものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 21 号の提案内容の説明に開催させていただ

きます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 21 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 21 号 令和５年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第２２号 

〇議長（小原 仁君） 日程第６ 議案第 22 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予

算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 水道課長。 

(水道課長桜井勝浩君 登壇) 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 25 ページでございます。 

議案第 22 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、水道使用料の精査、収益的支出では、

事務費の精査を、資本的支出では、建設改良費等の精査を行うものでございます。 
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総則、第１条、令和５年度枝幸町水道事業会計の補正予算第３号は、次に定めるところ

による。 

業務の予定量、第２条、令和５年度枝幸町水道事業会計予算第２条に定めた業務の予定

量を次のとおり補正する。 

 補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第１号給水件数、22 件の減で 2,728 件。第２号年間総給水量、4,000 立方メートルの減

で 70 万 9,000 立方メートル。第３号１日平均給水量、11 立方メートルの減で 1,942 立方

メートル。第４号主要な建設改良事業、町道栄町線配水管更新工事で３万 7,000 円を増額

し 403 万 7,000 円に、町道旭町中通乙線配水管更新工事で 56 万 4,000 円を減額し 193 万

6,000 円に、新港町地区配水管新設工事で 29 万 4,000 円を減額し 270 万 6,000 円とするも

のでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額１億 6,797 万円に対し、第１項営業収益で 74

万 8,000 円を減額し１億 6,722 万 2,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既決予定額

１億 5,166 万 6,000 円に対し、第１項営業費用で 352 万 6,000 円を減額。第２項営業外費

用で 100 万円を増額。第３款特別損失で４万 4,000 円を増額し１億 4,918 万 4,000 円とす

るものでございます。 

資本的支出、第４条、予算第４条本文括弧書中、不足する額 9,689 万円は、損益勘定留

保資金 9,689 万円で補てんを、不足する額 9,574 万円は、損益勘定留保資金 9,574 万円で

補てんに改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

支出、第１款資本的支出、既決予定額 9,689 万 1,000 円に対し、第１項建設改良費で 115

万円を減額し 9,574 万 1,000 円とするものでございます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに、収益的収入で１款水道事業収益、１項営業収益が 74 万 8,000 円の減額で、

給水収益の水道使用料の精査及びその他営業収益の材料売却収益の精査による減額でござ

います。収益的収入は、以上でございます。 

次に６ページ収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 352 万 6,000 円の減額

で、主なものは、１目原水及び浄水費が 100 万 6,000 円の減額。２目配及び給水費が 204

万 2,000 円の減額で事務費の精算による減額。７ページに参りまして、営業外費用が 100

万円の増額で、２目消費税及び地方消費税の精査による増額。３項特別損失が４万 4,000

円の増額でございます。収益的支出は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 115

万円の減額で、１目排水施設拡張費では、各配水管新設更新工事の精査による減額でござ

います。資本的支出は以上でございます。 

10 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させて

いただきます。 

 以上で、令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせていただき

ます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第 22 号についてを採決いたします。 

 お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 22 号 令和５年度枝幸町水道事業会計補正予算については、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第２３号 

〇議長（小原 仁君） 日程第７ 議案第 23 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正

予算についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 水道課長。 

(水道課長桜井勝浩君 登壇) 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 26 ページでございます。 

 議案第 23 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、使用料及び一般会計繰入金等の精査、

収益的支出では事務費等の精査、また、資本的収入では、各事業精査に伴う企業債、国庫

補助金、他会計出資金等の精査、資本的支出では、建設改良事業における工事請負費等の

精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和５年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第３号は、次に定めるとこ

ろによる。 

業務の予定量、第２条、令和５年度枝幸町下水道事業会計予算第２条に定めた業務の予

定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

公共下水道事業、第１号処理件数、７件の減で 2,193 件。第２号年間総処理量、4,100

立方メートルの減で 44 万 7,900 立方メートル。第３号１日平均処理量、11 立方メートル

の減で 1,227 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、枝幸下水終末処理場機器更新実

施設計業務委託料で 76 万円を減額し 924 万円に、枝幸下水終末処理場機器更新機械電気設

備工事で 2,691 万円を減額し 9,009 万円とするものでございます。 

 特定環境保全公共下水道事業、第１号処理件数、10 件の減で 590 件。第２号年間総処理

量、2,800 立方メートルの減で 11 万 7,200 立方メートル。第３号１日平均処理量、８立方

メートルの減で 321 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、歌登下水終末処理場機器

更新機械・電気設備工事で 4,984 万円を減額し 7,216 万円とするものでございます。 

 漁業集落排水施設事業、第１号処理件数、８件の増で 258 件。第２号年間総処理量 400 
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立方メートルの増で５万 400 立方メートル。第３号１日平均処理量、１立方メートルの増

で 138 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、乙忠部下水終末処理場機器更新実施設

計業務委託料で 23 万円を減額し 627 万円に、岡島下水終末処理場外機器更新機械・電気設

備工事で 113 万円を減額し 2,387 万円とするものでございます。 

個別排水処理施設事業、第１号処理件数、４件の増で 234 件。第２号年間総処理量、2,000

立方メートルの減で４万 7,000 立方メートル。第３号１日平均処理量を５立方メートルの

減で 129 立方メートル。第４号主要な建設改良事業、個別排水処理施設設置工事で 938 万

1,000 円を減額し 361 万 9,000 円とするものでございます。 

２ページの第３条、及び３ページ第４条につきましては、款の補正予定額をもって説明

させていただき、項につきましては、７ページ以降の補正予算実施計画でご説明させてい

ただきます。 

２ページに参りまして、収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入

及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 768 万 3,000 円の減額。

第２款特定環境保全公共下水道事業 161 万 4,000 円の増額。第３款漁業集落排水施設事業

94 万 3,000 円の減額。第４款個別排水処理施設事業 215 万円の減額。収益的収入及び支出

の各合計は、既決予定額５億 8,305 万 1,000 円に対し、916 万 2,000 円を減額し、５億 7,388

万 9,000 円とするものでございます。 

 ３ページ目に参りまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書中、不

足する額１億 4,664 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 4,664 万 1,000 円で補てんを、

不足する額１億 4,135 万 5,000 円は、損益勘定留保資金１億 4,135 万 5,000 円で補てんに

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 収益的収入、第１款公共下水道事業 2,831 万 4,000 円の減額。第２款特定環境保全公共

下水道事業 5,001 万 4,000 円の減額。第３款漁業集落排水施設事業 518 万 3,000 円の減額。

第４款個別排水処理施設事業 803 万 7,000 円の減額。資本的収入の合計は、既決予定額３

億 818 万 4,000 円に対し、9,154 万 8,000 円を減額し、２億 1,663 万 6,000 円とするもの

でございます。 

次に資本的支出、第１款公共下水道事業 3,205 万 1,000 円の減額。第２款特定環境保全

公共下水道事業 5,204 万 2,000 円の減額。第３款漁業集落排水施設事業 336 万円の減額。

第４款 個別排水処理施設事業 938 万 1,000 円の減額。資本的支出の合計は、既決予定額４

億 5,482 万 5,000 円に対し、9,683 万 4,000 円を減額し、３億 5,799 万 1,000 円とするも

のでございます。 

４ページ目に参りまして、企業債、第５条、予算第６条に定めた企業債の限度額を次の

とおり改める。 

変更は４件で、いずれも限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきまして

は変更ございません。１件目は枝幸下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 3,140

万円を 2,480 万円に、２件目は、歌登下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 2,750

万円を 1,620 万円に、３件目は、漁業集落排水施設下水終末処理場機器更新事業で、補正

前限度額 1,560 万円を 1,490 万円、４件目は、個別排水処理施設整備事業で、補正前限度

額 750 万円を 220 万円とするものでございます。 

続きまして７ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては補正額をもってご説明申し上げます。 



-25- 

 

はじめに、収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益では、１項営業収益が 29

万 8,000 円の減額。２項営業外収益が 738 万 5,000 円の減額。２款特定環境保全公共下水

道事業収益では、１項営業収益が 55万円の減額。２項営業外収益が 216万 4,000円の増額。 

８ページに参りまして、３款 漁業集落排水施設事業収益では、１項営業収益が３万

3,000 円の増額、２項営業外収益が 97 万 6,000 円の減額、４款個別排水処理施設事業収益

では、１項営業収益が 36 万 5,000 円の減額、２項営業外収益が 178 万 5,000 円の減額で、

いずれも使用料、一般会計繰入金、及び長期前受金戻入の精査でございます。 

収益的収入は以上でございます。 

次に９ページに参りまして、収益的支出でございます。１項公共下水道事業費用では、

すいません、１款公共下水道事業費用では、１項営業費用が 768 万 3,000 円の減額、10 ペ

ージ、２款特定環境保全公共下水道事業費用では、１項営業費用が 161 万 4,000 円の増額、

11 ページ、３款漁業集落排水施設事業費用では、１項営業費用が 94 万 3,000 円の減額、

12 ページ、４款個別排水処理施設事業費用では、１項営業費用が 215 万円の減額で、いず

れも委託料、修繕費等の精査でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

次に 15 ページに参りまして、資本的収入でございます。 

 １款公共下水道事業、資本的収入では、１項企業債が 660 万円の減額。２項国庫補助金

が 1,511 万 4,000 円の減額、３項他会計出資金が 660 万円の減額、２款特定環境保全公共

下水道事業、資本的収入では、１項企業債が 1,130 万円の減額、２項国庫補助金が 2,751

万 4,000 円の減額、３項他会計出資金が 1,120 万円の減額、16 ページ、３款漁業集落排水

施設、資本的収入では、１項企業債が 70 万円の減額、２項他会計出資金が 470 万円の減額、

３項負担金等が 21 万 7,000 円の増額、４款個別排水処理施設、資本的収入では、１項企業

債が 530 万円の減額、２項他会計出資金が 290 万円の減額、３項負担金等が 16 万 3,000

円の増額で、いずれも事業確定に伴う企業債、国庫補助金、他会計出資金及び受益者負担、

分担金の精査でございます。 

 資本的収入は以上でございます。 

 次に 17 ページに参りまして、資本的支出でございます。１款公共下水道事業資本的支出

では、１項建設改良費が 3,205 万 1,000 円の減額、２款特定環境保全公共下水道事業資本

的支出では、１項建設改良費が 5,204 万 2,000 円の減額、18 ページ、３款漁業集落排水施

設事業、資本的支出では、１項 建設改良費が 336 万円の減額、４款個別排水処理施設事業

資本的支出では、１項建設改良費が 938 万 1,000 円の減額で、いずれも建設改良事業の確

定による委託料、工事請負費等の精査でございます。 

 資本的支出は以上でございます。 

 20 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させて

いただきます。 

 以上で、令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせていただ 

きます。 

 よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 23 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 23 号 令和５年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、原

案のとおり可決されました。 

皆さんにお諮りいたします。日程第８に入りますと審議時間が取れませんので、これで

午前中の審議を終了したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） はい。それでは、午前中の審議を終了し、昼食のため休憩に入り

ます。 

なお、審議開始は１時となりますので、よろしくお願いいたします。 

休憩に入ります。 

休憩 午前１１時４６分 

再開 午後 １時００分 

 

◎日程第８ 議案第２４号 

〇議長（小原 仁君） 休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

 日程第８ 議案第 24 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 病院事務局長。 

（国保病院事務局長柳 辰哉君 登壇） 

〇国保病院事務局長（柳 辰也君） 議案書の 27 ページでございます。 

 議案第 24 号、令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和６年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書１ページをお開き願います。 

総則、第１条、令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第２号は、次に

定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算第３条

に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は、款のみとし、以降の詳細につきましては、補正予算実施計画で説明させ

ていただきます。 

収入、第１款病院事業収益及び支出、第１款病院事業費用はともに、既決予定額 19 億

2,426 万 8,000 円に対し、補正予定額 5,349 万 3,000 円を減額し、計 18 億 7,077 万 5,000

円とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書き中、１億 3,705 万円は、損益勘 
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定留保資金で補てんを、１億 4,051 万 2,000 円は、損益勘定留保資金で補てんに改め、資

本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款病院資本的収入、既決予定額５億 5,075 万 4,000 円に対し、補正予定額 433

万 8,000 円を減額し、計５億 4,641 万 6,000 円とするものでございます。 

支出第１款、病院資本的支出、既決予定額６億 8,780 万 4,000 円に対し、補正予定額 87

万 6,000 円を減額し、計６億 8,692 万 8,000 円とするものでございます。 

企業債、第４条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

企業債は変更が２件、限度額のみで、記載の方法、利率、償還の方法については変更は

ございません。１件目は、看護師・医療技術員住宅建設事業で、補正前限度額 6,310 万円

を補正後限度額 5,970 万円に、２件目は病院医療機械整備事業で、補正前限度額 3,340 万

円を補正後限度額 3,290 万円にそれぞれ改めるものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第５条、予算第７条に定めた経

費の金額を次のように改める。 

科目、第１号、給与費、既決予定額 10 億 6,034 万円に対し、補正予定額 4,910 万 4,000

円を減額し、計 10 億 1,123 万 6,000 円とするものでございます。 

他会計からの補助金、第６条、予算第８条中、１億 9,795 万 6,000 円を１億 8,842 万 7,000

円に改めるものでございます。 

今回の補正予算は、病棟再編による影響額と、それぞれこれまでの実績と今後の見込み

を含め、精査を行っております。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でございます。

以降、補正額をもってご説明申し上げます。初めに収入です。 

１款病院事業収益は 5,349 万 3,000 円の減額でございます。１項医業収益では 1,923 万

3,000 円の増額で、内訳は、１目入院収益が 2,364 万 8,000 円の減。２目外来収益が 5,110

万 8,000 円の増、これまでの実績と今後の患者動向を見込んだものでございます。３目そ

の他営業収益が 830 万 5,000 円の減で、公衆衛生活動収益の新型コロナウイルス感染症対

策予防接種委託収入の減が主なものでございます。 

６ページ、２項医療外収益は 7,156 万 2,000 円の減額で、内訳は、それぞれ、これまで

の実績と今後の見込みを含め精査しておりますが、主なものは、２目他会計負担金が 6,205

万 2,000 円の減、３目他会計補助金が 952 万 9,000 円の減です。 

３項介護サービス事業収益は 116 万 4,000 円の減額で、内訳は、居宅介護サービス費収

益の減です。 

７ページをお開きください。支出でございます。１款病院事業費用は 5,349 万 3,000 円

の減額で、１項医療費用では 5,335 万 1,000 円の減額です。内訳は、１目給与費が 4,914

万 2,000 円の減で、給料や手当等の人件費の精査によるものでございます。 

８ページ、３目経費が 781 万 7,000 円の減で、報償費から 10 ページの雑費まで、それ

ぞれこれまでの実績と今後の見込みを含め、これらも精査を行っております。 

11 ページ、貸倒引当金繰入金で 72 万 4,000 円の増で、患者負担に係る診療費等の支払

請求権 20 件を３月末に不納欠損処分を行うためのものでございます。 

５目 資産減耗費、６目研究研修費も精査を行っております。 

２項医業外費用は 12 万円の減額で、患者外給食材料費でございます。 

３項介護サービス事業費用は２万 2,000 円の減額で、報酬等の人件費の精査が主なもの

でございます。 
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次に 15 ページ、資本的収入及び支出でございます。 

初めに、資本的収入ですが、１款病院資本的収入は 433 万 8,000 円の減額。２項繰入金

では 43 万 8,000 円の減で、一般会計繰入金の減。３項企業債では、病院事業債の精査によ

るものでございます。 

16 ページ、資本的支出でございます。１款病院資本的支出、２項建設改良費は 87 万 6,000

円の減額で、２目有形固定資産購入費でございますが、医療機器の予算額と入札額の差額

の精査によるものでございます。 

18 ページ以降は予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

ここれより、議案第 24 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 24 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第２５号 ～ 日程第１７ 議案第３３号 

〇議長（小原 仁君）日程第９ 議案第 25 号 令和６年度枝幸町一般会計予算について

から、日程第 17 議案第 33 号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算につい

ての各会計当初予算の９件を一括議題にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 25 号から議案第 33 号までの各会計当初予算９件を、一括議題とす

ることに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいまの議案第 25 号 令和６年度枝幸町一般会計予算について

から、議案第 33 号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算についての各会計当

初予算９件は、議会運営委員会で協議された結果により、議長を除く 11 名の委員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託して、本定例会の会期内で審査することにし

たいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 本件については、11 名の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して、 
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本定例会の会期内で審査することに決定いたしました。 

 次に、ただいま設置いたしました予算審査特別委員会の委員の選任についてお諮りいた

します。 

 予算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除いた議員全員でありますので、

委員の指名は省略をいたします。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 予算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員、全員を選任することに決定いた

しました。 

 続いて、予算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りいたします。 

 議会運営委員会の協議結果を踏まえ、議長より指名したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 それでは指名いたします。予算審査特別委員会委員長に６番小林正浩議員、副委員長に、

副委員長には７番石川勝議員の両名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 予算審査特別委員会の委員長は小林議員、副委員長は石川議員に決定いたしました。 

 ここで、着席のまま暫時休憩といたします。 

休憩 午後１時１３分 

再開 午後１時１９分 

〇議長（小原 仁君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 ただいま配付いたしましたとおり、予算審査特別委員会委員長より、予算審査特別委員

会は、本日の午後２時から開催する旨の申し出がありましたので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 お諮りいたします。予算審査特別委員会の開催のため、その期間、本会議を休会したい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会開催の期間中、本会議を休会することに決定いたしま

した。 

予算審査特別委員会もイオス放送を行いますので、ご承知おきください。 

また、議会運営、議会運営協議会で協議した結果により、予算審査特別委員会での予算

審査に当たり、説明員に対して、新年度予算書の閲覧用のため、アイパッドタブレットの 

議場内の持ち込みを許可しています。 

 ただし、写真撮影、録画、録音等は認められませんのでご承知おきください。 

なお、予算審査特別委員会終了次第、本会議を再開いたします。 

 

◎休会宣言 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本会議を休会いたします。 
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（休会 午後１時２０分） 

 


